
年間授業計画　

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読 話
[

や
]

話

[

発

]

書

6

6

6

○

10

12〇 〇

〇

16

合
計

〇

〇

〇

〇 〇

①助動詞の特徴やきまりについて理解している。
②観光客に向けて、おすすめスポットについて、
受動態を用いて案内文を書いている。
③健康問題の解消策について、不定詞を用い、論
理の展開や構成を工夫して話して伝える技能を身
につけている。
④進路の決め方について、不定詞を用いて対話の
展開や話して伝え合う技能を身につけている。
⑤学校習慣に対する賛否について、動名詞を用い
て自分の意見を述べている。

①学校行事について分詞を用いて構成を工夫して
書いて伝える技能を身につけている。交通手段に
ついて、比較表現を用いて対話の展開や構成を工
夫して伝え合う技能を身につけている。 ③尊敬す
る人物について伝えるために、関係代名詞を用い
てその人物の基本情報に加えて、尊敬する理由や
受けた影響について紹介文を書いている。 ④関係
副詞の特徴やきまりについて理解している。 ⑤学
校体験ツアーについて、これまでに学んだ表現を
活用し、ペアやグループでその提案理由や課題に
ついて話し合う技能を身につけている。
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①水不足・フードロスについて仮定法過去を用い
て、対話の展開や構成を工夫して、話して伝え合
う技能を身につけている。
②自分に大きな影響を与えた人やものとの出会
い、出来事について仮定法過去完了を用いて発表
を行おうとしている。
③環境問題について、接続詞を用いて根拠を示し
ながら文章を書こうとしている。
④科学技術の発達の是非について、自分の意見を
支持する理由と相手の意見に対する意見を述べな
がら発表を行おうとしている。
⑤日本について知りたい人に向けて、日本文化に
ついて名詞構文や無生物主語を用いて、エピソー
ドを交えた文章を書こうとしている。
⑥国際会議で「未来に残したいもの」について伝
えるために、これまでに学んだ表現を活用してペ
ア活動やグループ活動を通じて、伝えたい内容を
整理して発表を行おうとしている。
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①英語の文の基本的な形式について理解してい
る。 ②自分自身について文型や構文を用い、論理
の展開や構成を工夫して話して伝える技能を身に
つけている。③クラスメートに伝えるために、そ
の人の基本的な情報・エピソード、その人から受
けた影響などの情報を整理して、まとまりある紹
介文を書いている。

①文型の特徴やきまりについて理解している。
②学校生活について論理の展開や構成を工夫して
書いて伝える技能を身につけている。
③週末のハイキングの計画について、未来の表現
を用い、自分の考えとその理由を述べることがで
きる。

①完了形の特徴やきまりについて理解している。
②自分自身について話し方を工夫して伝えてい
る。③学校のルールについて、助動詞を用いて
「してよいこと」「してはいけないこと」を記述
することができる。
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【単元】
①Unit16 What Can We Do to Save Resources?
②Unit17 What If It Had Never Happened?
③Unit18 How Can We Protect the Earth?
④Unit19 Can Technology make the World a
Better Place?
⑤Unit20 What Do You Like about Japanese
Culture?
⑥Project4  Talking about What to Preserve for
the Future
●水不足・フードロスについて意見交換でき
る。●過去にあった印象的な出会いや出来事に
ついて話す。●環境問題について考えを述べる
文章を書くことができる。●科学技術の発達の
是非について意見交換できる。●日本について
知りたい人に日本文化を紹介する文章を書くこ
とができる。

【題材】資源の保全、印象的な出会い・出来
事、環境問題、科学技術、日本の文化、未来に
残したいもの
【材料】仮定法過去、仮定法過去完了、接続
詞、名詞構文、無生物主語
【言語活動】①食べ物を無駄にしないための方
法についてペアでやり取する。②自分に大きく
影響を与えた人やものとの出会いや出来事につ
いてプレゼンテーションする。③地球温暖化を
深刻な問題だと考えるかどうか、ペアでやり取
りする。④AIが我々の生活をよりよくするかど
うかについて、ペアでやり取りする。⑤日本文
化について紹介する記事を書く。⑥未来に残し
たいものについて、それを取り上げる理由や考
えを書く。

〇 〇 〇

【単元】
①Unit12 School Events
②Unit13 Better Choices
③Unit14 A Person You Look up To
④Unit15 Extracurricular Activities
⑤Project3  Planning a Full-Day School Tour
●学校行事について報告メールを書ける。●最
適な交通手段について意見交換できる。●尊敬
する人について紹介する文章を書ける。●参加
したボランティア活動や職場体験について報告
できる。●学校体験ツアーの企画を完成させ
る。

【題材】学校行事、よりよい選択、尊敬する人
課外活動、一日体験ツアー
【材料】分詞、比較表現、関係代名詞、関係副
詞
【言語活動】①海外の友人に学校行事について
報告するメールを書く。②空港から街中へ行く
ために、最適な交通手段をクラスメートと話し
合う。③尊敬する人物を紹介する文章を書く。
④自分の経験したボランティアもしくは職業体
験についてプレゼンテーションを行う。⑤海外
からの生徒と楽しむアクティビティの企画とそ
の提案理由を考える。
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【単元】
①Unit7 Looking Back
②Unit8Recommending the Perfect Place to Go
③Unit9 Staying Healthy
④Unit10 Thinking about Your Future
⑤Unit11 Japanese Educational Practices
●中学の後輩に向けて学校生活のアドバイスを
することができる。●観光客に向けて自分のお
すすめする場所を案内する英文を書くことがで
きる。●高校生の抱える健康問題の解消策を提
言することができる。●進路について意見交換
できる。●学校習慣の賛否について意見交換で
きる。

【題材】過去を振り返る、おすすめスポット、
健康問題の解消策、進路の選択、日本の学校習
慣
【材料】助動詞２、受動態、不定詞、動名詞、
分詞
【言語活動】①自分の経験をもとに後輩の中学
生にアドバイスを送る文章を書く。②国内のお
気に入りの場所について観光客のための案内文
を書く。③高校生の抱える健康問題を、不定詞
を用いて記述する。④卒業後の進路についてペ
アでやり取りする。⑤海外で取り入れられてい
る日本の学校習慣について、自分の意見をまと
める。
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【単元】
①英文法の基礎知識
②Unit1 Introducing Yourself
③Unit2 Talking about a Family Member or Friend
●クラスメートに自己紹介する。
●クラスメートに向けて、家族や友人の紹介を
書く。

【題材】自己紹介、家族や友人の紹介
【材料】品詞、名詞と動詞、英語の文型、句と
節、疑問文、否定文の作り方、there構文
【言語活動】①基本的な形式を用いて自分の例
に置き換えて文を完成させる。②新しいクラス
メートに自己紹介する。③家族または友人につ
いての紹介文を書く。

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【単元】
①Unit5 Sharing Experiences
②Project1  Making a Self-Promotion Video Clip
③Unit6 Learning Your Way around at School
●自分の大切についている物を紹介する。●自
己紹介動画の作成を行う。
●海外の生徒に向けて学校のルールの説明を書
くことができる。

【題材】大切な物や経験について伝える、自己
紹介動画を作成する、学校のルールを説明する
【材料】完了形、助動詞１
【言語活動】①クラスメートに自分の大切にし
ている物を紹介する。②自己紹介動画を作成す
る。③学校のルールブックを作成する。 〇

【単元】
①Unit3 Talking about Your School
②Unit4 Making Plans for the Weekend
●海外の生徒に向けて自分たちの学校生活を紹
介する原稿を書く。
●クラスメートとハイキングの計画について意
見交換する。

【題材】自分の学校紹介、週末の計画
【材料】現在形、現在進行形、過去形、過去進
行形、未来
【言語活動】①学校生活について描写する。
②週末の予定についてペアでやり取りする。

〇 〇 〇

〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 論理・表現Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

英語の特徴やきまりに関する事項、対話の展開の仕方や論理構成に
ついて理解できる。実際のコミュニケーションにおいて、多くの支
援を活用すれば、日常的な話題や社会的な話題について、基本的な
語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合うこと
ができる。また聞いたり読んだりしたことを活用しながら、意見や
主張などを論理構成や展開を工夫して話して伝える技能を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な
話題や社会的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを基本
的な語句や文を用いて、論理の構成や展開を工夫して書いて伝えるこ
とができる。

　　　　　　　　大修館書店　Genius English Logic and Expression Ⅰ

外国語

論理・表現Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】
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コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日
常的な話題や社会的な話題について、事実や自分の考え、気持
ちなどを基本的な語句や文を用いて、論理の構成や展開を工夫
して書いて伝えることができる。外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、読み手に配慮しながら主体的に英語の4技能
を用いて伝える力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

外国語の音声や語彙・表現、文法、言語の働きなどについて理解を深める力を養う。またそれらを、4技能による実際のコミュニケーションにおいて、目
的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や
書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする力を養う。

思評価規準 知

論理・表現Ⅰ外国語


